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多気町勢和地域資源保全 ・活用協議会

〒519-2211

三重県多気郡多気町丹生 1620-3

　電話　0598-49-7077

　Faｘ　 0598-49-4828

  ホームページ http://seiwashigen.jp

多気町勢和地域の概要 （平成 30 ・ 4）
●総土地面積 53.58 平方ｋｍ・ 人口 4,736 人

●7 割山林、 3 割平地 （中山間地域）

●農地面積 700ｈa ・ 総世帯数 1758 戸

●平均耕作面積 40a

●主な農産物　米 ・ お茶 ・ 白菜 ・ キャベツ ・ 白ネギ ・ 麦 ・ 大豆

●平地に開かれた耕地は櫛田川を水源とした 28ｋｍに及ぶ

　立梅用水及び宮川水系の濁川より灌漑されている

●多面的機能支払交付金制度対象面積　365ｈa

　交付金額　共同活動　16,302,032 円
　　　　　　長寿命化　11,782,312 円　

多気町勢和地域資源保全 ・活用協議会

（参加団体 24 ・ 支援団体 4 ・ 協力団体 8）

①区長会 （10 集落代表）

②老人会 （10 集落代表）

③勢和保育園

④勢和小学校

⑤勢和中学校

⑥CS運営協議会

⑦青少年育成町民の会 （10 集落代表）

⑧花 ・ あじさいいっぱい運動協議会

⑨勢和図書館

⑩勢和語り部会

⑪農業法人　「まめや」

⑫元丈の里　「ゆめ工房」 （６次産業施設）

⑬車川山里ファン倶楽部

⑭地域活性化施設　「元丈の館」

⑮交流施設 「ふれあいの館」

⑯（株） 地域資源バンクン NIU

⑰合同会社ピリリ

⑱農事組合法人　丹生営農組合

⑲農事組合法人　元丈の里営農組合

⑳片野営農組合

㉑水土里ネット立梅用水 （＊協議会事務局）

㉒出江土地改良区
㉓丹生水利組合
㉔一般社団法人 ふるさと屋

参加団体 （24） 支援団体 （4）

①劇団 「ほてい葵」

②水土里サポート隊

③JA 多気郡農協

④多気町役場

協力団体 （8）

＊CSR＊

①シャープ三重工場

②丸亀産業 （株）

③西田鉄工 （株）

④（株） ジオ

⑤（株） 協和コンサルタンツ

⑥匠技術

　＊大学＊

⑦三重大学

⑧東京農大

勢和地域全域で

取り組んでいます！

↓
広域活動組織

水土里サポート隊

多面的機能支払交付金制度を活用した活動方針

①地域資源の保全

1. 農地維持活動 【農地維持支払】

・ 農地法面の草刈り、 水路の泥上げなどの基礎的な保全活動

3. 資源向上活動 【資源向上支払 （長寿命化）】

②地域資源の活用

1. 学校教育との連携

（勢和小学校オリジナルコミュニティスクールの推進）

2. 遊休農地の活用 （ユズ ・ ソバ ・だいず）

3. 再生可能エネルギー （小水力 ・ 太陽光） を活用した町づくり

　小水力発電 「彦電」 を活用した地域活性化

保全した資源を

活用することに取り組んでいます！

紹介します！　

　多気町勢和地域資源保全 ・活用協議会の支援団体でもある 「水土里サポート隊」 とは

各集落から 1 名 （10 集落あるので 10 名） 立梅用水土地改良区から 2 名、 計 12 名で構成

されています。

　農家等ではできない農業用施設の高度な補修技術を専門業者から習得し、 それを共同

活動の場で地域住民へ普及し 「施設の軽微な補修」 を技術支援しています。 他にも、 花いっぱい運動やあじさいいっぱい運動

などの各集落のボランティア活動の取りまとめや、 小学校オリジナルコミュニティスクールへの参加、 あじさいまつりなどの交流

事業への参加など活動の幅はとにかく広く、 勢和地域の縁の下の力持ちとして活躍しています。

　

多面的機能支払交付金を活用した取り組み

2.資源向上活動 【資源向上支払 （共同活動）】

・ 点検 ・ 機能診断、 農業用施設の軽微な補修

・農村環境保全活動 　地域通貨対象活動

（花 ・ あじさいいっぱい運動、 休耕田を活用した景観づくり活動など）

・ 多面的機能の増進を図る活動

（農業用施設を活用した防火、 環境用水 ・ 生態系保全活動など）
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～広域活動組織～「多気町勢和地域資源保全・活用協議会」1年間の活動紹介

4月
5月

10 月11 月・12 月

9月

2月

1月

8月

7月
6月

専門部会
協議会総会

あじさいまつり

10 集落　機能診断

水路などの草刈り

大学生の受け入れ

～おまめさんかなぁプロジェクト～
だいず種まき

～ボランティア活動～
花いっぱい運動

田植え

水路の泥上げ

メダカまつり

～おまめさんかなぁプロジェクト～
枝豆収穫

～おまめさんかなぁプロジェクト～
だいずの選別

10 集落　軽微な補修始まる！　

まだまだ続くよ！
　　　　軽微な補修

研修会の開催

～ボランティア活動～
生ゴミの堆肥づくり

全国からの視察受け入れ

～おまめさんかなぁプロジェクト～
勢小定食づくり

もう少し！！軽微な補修

1年間の活動成果まとめ
年間 4回　水土里通信発行

多面的機能支払交付金制度は

地域のみなさんが主役です！！

再生可能エネルギー

    （小水力 ・ 太陽光） を活用した町づくり

　平成 24 年度から 「産 ・ 官 ・ 学 ・ 民」 の協働により始

まった小水力発電を活用した町づくり。 発電した電力は売

電するのではなく、 「地産池消エネルギー」 として地域活

性化や農業の 6 次産業化に活用しています。

　また、 事務所の太陽光発電を活用し、 小型電気自動車

コムスで獣害パトロールを実施。 サルの位置情報をふるさ

と屋ホームページで公開し農村の福祉に役立てています。

（一般社団法人ふるさと屋ホームページ　http:furusatoya-taki.com/)

地域通貨
「水土里のご縁」
を発行しています。

3 月
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